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P2M 関連の国内外情報 

プロジェクトに関わる学派の紹介と応用 

梅田富雄 

 

最近、国際 P2M 学会の将来像を描くための研

究会が発足、活動が開始されている。先日、本研

究会に呼ばれ意見を述べる機会があり、ここで紹

介する著書のことに触れた。ここでは、今後の研

究会に参考になると思われる部分の概要を述べ

ることにする。 

Rodney Turner, 他 数 名 の 著 者 に よ る

“Perspectives on Project” は学生、研究者、

マネジャーに対してプロジェクトマネジャー

が個々のプロジェクトに対して独自の方法論

の開発に繋がるスキルの範囲について述べた

ものである。1940 年の終わりころから、学問

としてオペレーションズリサーチ以降、近代

プロジェクトマネジメントが始まり、プロジ

ェクトに関わる環境変化に対応して、膨大な

数の研究や実施例が報告されてきたことは周

知の通りである。その間、PERT,CPA,Gantt 

Chart などの手法やシステムズアプローチが

実用に供されたことに始まり、これらの手法

は多くの実務経験を通してプロジェクト運営

に習慣的なものとして受け入れられていった  

これらの狭い活動を超えた過去 50 年間の研  

 

 

究は、対象領域を広げ、種々の学派にまとめ

る機運が起こり、1985 年に 5 学派､2002 年に

７学派、そして、2010 年本研究で 9 学派に

まとめられた。図 1 はプロジェクトマネジメ

ントに関する 9 学派を示す。                        

これらの 9 学派は類似性に基づいて図 2 に示

さ れ る よ う な Performance, Business 

objective, People, Solution の  4 セットにま

とめられている。プロジェクトマネジメント

に関する 4 領域の概略は次のような内容であ

る：  

 

 

図 1 プロジェクトマネジメントの 9 学派(原典 Figure1.2) 
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Performance 

プロジェクトは個別的で個々のプロジェク

トを運営するため、関わりのある複雑な状

況を分析し、プロジェクトの成功指標を示

し、成果の最適化を図ること  

Business 

プロジェクトを成功に導くためにステーク

ホルダーへの便益の理解、支援の確保のも

と、企業戦略とプロジェクト戦略の連携を

明らかにし、プロジェト組織に関与し、

意思決定、合意形成のもとで組織運営

に当たること  

People 

プロジェクトは人によって実施されるので、

その行動は重要であること  

Solution 

プロジェクトを成功させるために、適切な

プロセスと意思決定が重要であること  

詳しい学派別、領域別の説明は原著の大部分

を説明することになるので、ここでは省略す

るが、表 1 は使われている言葉の意味を理解

するのに役立つものと推察される。  

これらの項目は図 2 の矢印で示されるよう

に相互に関連しており、統合化されることの

必要性が示されている。なお過去 50 年間の

検討された資料はプログラムとプロジェクト

が同義語として扱われている時期のものも含

まれているはずで、Business に含まれるもの

は、プログラムとの関係が深いと思われる。  

今まで述べてきた 9 学派について、具体的に

どのように対象プロジェクトに適用するか、

については、個別プロジェクトの特性に応じ

て、相互関係に基づいて矢印で連結すること

になるが、すべての学派に矢印で関連させる

ことではなく、重要な関係に注目して相互の

関係づけを行うことが実際的である。  

原著には３つのケーススタデイについて述べ

られており、それぞれに異なる数の相互関係

の矢印の結合が示されている。  

P2M の 3S モデルに対して 9 学派との関わり

は、学会の既往論文などを詳細に検討しなけ

ればならないが、一見して次のようになると

思われる：  

・スキーム：business 

・システム：Solution , Performance 

・サービス：People , Performance 

 

図 2 学派関連のプロジェクトマネジメント 4 領域(原典 Figure1.8) 
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今後の研究会の活動において、今まで学会

に報告された論文を分析し、知識体系の構造

化を求めるひとつの試みとして、分析結果を

ここで紹介した学派との関連づけを試み、  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

関連付けられない部分は、新たな項目の発見

として独自の学派に結びつけ、結果として

P2M 独自の学派の構築に繋がることを期待

したい。     

2018 年 4 月 27 日（受領）  

 

表 1  9 学派の内容説明 (原典 Table 3.1) 

 


